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別紙標準様式（第６条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第４回枚方市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会 

開 催 日 時 令和６年２月１日（木） 
開始時刻 ９時 30分 

終了時刻 10時 30分 

開 催 場 所 市役所庁舎 第３分館 第４会議室 

出 席 者 
会長：明石委員 

委員：大野委員、柿木委員、岸本委員、佐藤委員、中村委員、三戸委員 

欠 席 者 井崎委員、坂本委員、平方委員、宮腰委員 

案  件  名 

（１）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）素案に関する市民意見 

聴取の実施結果（案）について 

（２）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案について 

（３）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案の答申内容について 

（４）その他 

提出された資料等の 

名 称 

＜配付資料＞ 

資料１：ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）素案に関する市民意見 

聴取の実施結果（案） 

資料２：ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案 

参考資料１：ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）策定スケジュール 

 

資 料：「ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）」の策定について 

（答申）(案)  

決   定   事   項 

・ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案の内容について議論を行

い、同計画案を決定した。 

・ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）の策定に関する答申を行っ

た。 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 ３人 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
健康福祉部 長寿・介護保険課 

審 議 内 容 

＜議事内容＞ 

会 長： ただいまから令和５年度第４回枚方市社会福祉審議会 高齢者福祉専門分科会を開催い

たします。それでは事務局から出席状況の報告等をお願いします。 
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事務局： 事務局より本日の委員の出席状況についてご報告いたします。枚方市社会福祉審議会条

例第７条第３項には、委員の２分の１以上の出席をもって成立すると規定しています。委

員定数 11 人のうち、出席者は７人であり、出席要件を満たしておりますので、本分科会は

成立していることを報告いたします。 

続きまして、資料でございますが、本日お配りしている資料をご参照いただきますよう

お願いいたします。 

≪資料確認≫ 

それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

会 長： それでは、早速ですが、案件の方に移りたいと思います。 

本日の案件は、（１）から（４）までございます。前回の分科会では、12 月 15 日から１

月９日まで実施した市民意見聴取前の審議ということで、素案の確認を行っていただいた

と思います。本日は、市民意見聴取の結果報告を含めて、計画案としての最終のご確認を

いただき、分科会として答申をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

それでは、案件（１）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）の素案に関する市民意

見聴取の実施結果（案）について、事務局から説明をお願いいたします。事務局よろしく

お願いします。 

事務局：案件（１）について説明 

資料１: ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）素案に関する市民意見聴取の実施  

結果(案) 

会 長： ただいま事務局から市民意見聴取の実施結果（案）について説明がありました。 

     この内容について、ご意見・ご質問はございませんか。 

委 員： 個人的な意見として、24年前に介護保険ができ、さまざまな見直しをされてきたと思い

ますが、私自身としては改悪されてきたように感じています。高齢者福祉制度ができたと

きには、国庫負担が 50%でしたが、今は 25%と減っています。元に戻すべきだと思うのです

が、そうはなっていません。国庫負担を 25%から 50%に上げるよう、市町村からもっと要求

すべきではないかと思います。市から国に対して、市民生活を守る視点からモノを言える

ようになってほしいと思います。 

会 長： ご意見ありがとうございます。制度全体に対する思いをお聞かせいただきました。介護

保険制度ができてから、数多くのサービスができてきました。毎年サービスが充実してい

るという意味では、かなり前進はしていると思います。財政面では国庫負担が減ったとい

うことでしたが、これは制度設計に関することですので、国民の声としてあげていかなけ

ればならないかとは思います。 

他はいかがでしょうか。市民意見聴取についてはこれでよろしいでしょうか。 

≪一同了承≫ 

それでは、市民意見聴取の実施結果については、このとおりとさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは次の案件（２）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案について、事務局

より説明をお願いいたします。 

事務局：案件（２）について説明 

資料２： ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案 
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会 長： ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございますか。説明の中心は、介護保険料

の額が決まったということでした。非常に詳しくご説明をいただきました。 

委 員： 完成間近の計画案だと思うのですが、今後の参考のために、第９期の案について、第８

期から大きく変えた箇所、枚方市が力を入れた内容について教えていただきたいです。 

事務局： 第９期では、これまで構築してきた地域包括ケアシステムの深化・推進や在宅医療・介

護連携の推進、さらに認知症基本法が成立されたということもあり、その点も充実させて

いただきました。 

会 長： 具体的にはどのページになりますでしょうか。 

事務局： 主には、128ページ以降の「第６章 地域包括ケアシステムの深化・推進」の内容になり

ます。130ページの在宅医療・介護連携の推進では、ACPや人生会議の取組について、認知

症基本法を踏まえ、134ページと 135ページには、認知症の人の社会参加促進や認知症予防

の取組等について、137ページには、認知症の人とその家族への一体的支援事業について記

載しています。 

会 長： 認知症に関して説明がありましたが、認知症に対する古い価値観から新しい価値観に変

わり、認知症になったら支援される側だったのが、きちんと自分の意見も言えて、社会的

役割等もあるということです。新たに認知症施策推進計画を市町村は策定することとなっ

ていますが、認知症の人の意見を聞くといった大きな理念が入っています。色々な事業を

進めるにあたって、そういったことを市民の方に理解をしていってもらうということが、

非常に大きな転換点かと思います。 

委 員： 計画を策定するにあたり色々な調査をされており、調査結果を前回調査と比較すると、

高齢者の就業も少し高まっており、趣味もインターネット利用が少し見られます。そう

いったところを新しい芽として、組み入れていければよいのではないでしょうか。今は、

70 歳、75 歳以下ならば、高齢者といえど労働力として自活をしてほしいという時代に来て

いると思います。そういった時に、インターネットの使用、端末利用、就業支援等を高齢

者福祉の中で取り入れていけると健康保持にもつながると考えます。 

事務局： ご意見ありがとうございます。高齢者の労働力については、165 ページに高齢者の雇用・

就業促進を記載しており、状況も変わっていくことも含めて、市の施策も順次追加してい

ます。本計画が３年ごとの策定と早い周期であることから、こういったご意見をしっかり

と捉えながら、市としては、健康寿命の延伸という大きな目標に向けて、枚方市健康増進

計画などの健康に関する計画とも連携して、より良い計画、取組にしていきたいと考えて

います。 

委 員： 本編の後ろに用語解説がありますが、147 ページと 148 ページに記載の第１層協議体や第

２層協議体について、用語解説に追加してはいかがでしょうか。 

事務局： 第１層協議体や第２層協議体については、147 ページと 148 ページの本文中にて説明して

います。特に 148 ページの第２層協議体については、国のいう「第２層協議体」を分かり

やすくするため、枚方市独自の名称「元気づくり・地域づくり会議」と併記のうえ、説明

を入れています。 

会 長： 協議体の図があれば、その図を挿入すると分かりやすいのではないでしょうか。 

事務局： 検討させていただきます。 

会 長： それでは計画案については、これで承認いただいてもよろしいでしょうか。 

≪一同了承≫ 
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会 長： それでは、計画案については、このとおりとさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

それでは、案件（３）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案の答申内容につい

て、に移ります。 

さて、早いもので、今年度は６月からこの第９期計画策定の審議を続けてきましたが、

高齢者福祉専門分科会は本日で今年度４回目、最終の審議となります。審議会として計画

案を答申する必要があります。いままでご審議いただいたとおり、この第９期計画は、令

和 22 年を見据え、地域共生社会の実現に向け、地域包括ケアシステムを深化・推進する計

画でございます。今後、生産年齢人口の減少は加速する中で、高齢者人口は増加し、特に

75 歳以上、85 歳以上人口が増加することが見込まれます。こうした中、介護保険制度の持

続可能性を確保しながら、高齢者が可能な限り、住み慣れた地域で生きがいを持って暮ら

し続けることができるよう、枚方市には、この計画に基づき、着実に取組を進めてもらわ

なくてはなりません。 

そこで、いままでご審議いただいた内容を踏まえ、計画案の答申に付帯意見を付けたい

と考えております。付帯意見につきましては、これまでの審議内容等を踏まえて、私の方

で、論点を集約してまとめた案を作っていますので、皆様にお示ししたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

それでは、事務局から配付をお願いします。 

事務局：            ≪事務局による資料の配付≫ 

会 長： 案件（３）ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）案の答申内容について 

     資料：「ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）」の策定について（答申）（案） 

≪答申書付帯意見説明≫ 

少し目を通していただければと思います。 

以上の意見を付帯して答申しようと思いますが、いかがでしょうか。 

≪異議なし≫ 

ありがとうございます。それではこの内容のとおり付帯意見とし、答申をさせていただ

きたいと思います。  

次に、案件（４）その他について、事務局から説明をお願いいたします。 

事務局： 案件（４）について説明 

参考資料１：ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）策定スケジュール 

会 長： ご意見、ご質問はございますか。 

それでは、本日の案件は以上となります。一旦事務局にお返しします。 

事務局： それでは、本日の分科会でご審議いただきました計画案につきまして、ここで答申をい

ただきたいと思います。 

     【ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）の策定に関する答申】 

会 長： それでは、ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）の策定に関する答申を行います。 

事務局： ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第９期）の策定につきまして、社会福祉審議会高齢者

福祉専門分科会の明石会長より本日答申をいただきますので、市長に代わりまして、健康

福祉部長がお受けいたします。よろしくお願いいたします。 

会 長：          ≪答申書読み上げのうえ、部長へ手渡し≫ 

事務局： ありがとうございました。それではここで、健康福祉部長からご挨拶させていただきた
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いと思います。 

部 長： 本日も熱心なご議論をいただき、ありがとうございます。 

第９期計画策定にあたりましては、一昨年の 11 月に諮問させていただき、今年度は４回

にわたり、熱心なご審議、誠にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 

     本日、答申をいただきましたが、付帯意見でいただいたとおり、地域共生社会の実現に

向けた地域包括ケアシステムの深化・推進にあたりましては、関係機関とより一層の連携

を図りながら、取組を進めていく覚悟でございます。 

この計画の基本理念としました「高齢者が生きがいをもち、自分らしく暮らすことので

きるまちづくり」をめざして、次年度以降、市民の皆さまへの本計画の周知を図りなが

ら、計画に基づきしっかりと取り組んでまいりますので、引き続き、委員の皆様におかれ

ましては、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、高齢者福祉専門分科会委員の明石会長、三戸委員、本日ご欠席で

はございますが平方委員の３名の方におかれましては、本委員の推薦基準である在任期間

10 年を迎えられますので、任期が今年度末までとなっております。長年にわたり、本市の

高齢者福祉行政にご協力を賜りまして、誠にありがとうございました。そのほかの委員の

皆様におかれましては、今後も引き続き、お力添えの程、重ねてお願い申し上げます。 

改めまして、昨年度から約１年半、本計画の策定に多大なるご協力をいただき、心より

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

会 長： ただいま市長あてに答申をさせていただきましたが、これもひとえに委員の皆様の貴重

なご意見、ご協力のおかげで達成できたことと、大変感謝しております。 

それでは、これをもちまして、第４回枚方市社会福祉審議会 高齢者福祉専門分科会を

閉会いたします。どうもありがとうございました。 

 


